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藤井力夫

前回は、足関節で受けた荷重を足蹴

部でどのように支持するか、長軸先

端 ・母指泳品刻寺での『逆モデノレ」調

制嗣曹という考え方をお話しました。

「逆モデノレjとは、誤差信号に対芯し

て、出力を曹櫛する学習機構のことで

す舗話91)。前庭動眼反射の場合、

誤甜言号怯、網膜中心衝での画像のず

れで、頭の動きにより生ずるこのす守も

が前向き嗣胸回路で学習されます。片

問攻持の場合も同様で、 EE芳甘宇Eし

て、骨精球部支持での下肢諸筋の最適

な筋緊張、抗重力でのそれが演ずるの

ではないかと考えます。足関節の運動

座標、長制抗端としての母指味部の位

置、内側湾隆と中足骨骨頭部・様車師事

隆の関係、これら構造からもこの考え

は成立します。今回11-1-就学前児にお

ける一つの完成された姿、母指球部支

持での片足立ち時・足蹴5点 ・荷重調

節を紹介したいと思います。
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姿勢反射の発達とりズム運動の習熟(18)

段階4a、第3K止による中足骨骨頭横軸動揺の抑制

余分な照働治けないと、母指球部 1ん リズム運動・ポルカ刊tu猪を

は接床しない:片足立ち時、母指球部 開始している子どもたちです。 ポリグ

が接床しているとl却毘りません。不安 ラフは、 1曲 から5也 まで、第1駈、

定にともなう緊張が、足版部の屈曲把 第司駈、母指球部、 4鳴謝譜札睡部の

握を導き、母指球部は浮いてしまいま 眠荷重尺度は、 1也、3曲 が、他

す。片足立ち検査・雑話117の図A ・ chの4分の1相当で、母指球部は他

段錯1、2の子ともたちは、母指球部 ch (4、5，2)に比し、 4倍以上の荷重

的牢いた状態です。母指球部支持での で応答。こ制式母指球部における支

片足立ちは、段階3以上の子どもたち 制機能の表現?に開始 1.2秒あたり

で、緊張倒盟壬射の利用できることと で、母指4ロ"荷重に動揺がみられます

結合しています。スキップ動作では、 が、母指球部→IJ報球部→母指球部と

両肩による最初の誘発ではなく、青龍碗 戻り、 ほ同司時に第3祉を緊張させ、

持ち上げによる務溌傍脇田 、段階 横車頃揖吾を拘柑tしていますのへ石秒)0

4)と対官民母指球部着床ホップの姿 中足骨骨頭・横艇蹴掘に対し、いつも

態からも、納得できる関係?れ 母指球部住吉1中足骨骨切に戻り、

第3且防、らの中足骨骨頭部・横輯働 第3盈tの緊張で安定4る、こうした関

揺の仰制 :図は、 6歳8ヶ月、女児の %n'認められま士一 図中・上体像は、

片足立ち時の足蹄5点伺且象軌 3歳 嬬苦117・図A騨皆4.で、緊調主腰

1ヶ月から6歳9ヶ月まで、 77名の 反射を申1用、 仙骨部の緊張のもと、余

幼児のなかで最高のレベル。全部で6 分なカを抜いた姿態、そう言えます。

発遠野皆で、パターンA、4名の内の (樹礎教育人芋教m
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